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○トーマス・カタンザーロ　どうもありがとう。
　　まず、私の名前の下にいろんな略語がありますけれ
ども、英国ではこのような形でいろんな略を使います。
こういった略語をたくさん持っている人がアメリカでは
勝者だと言われるわけですけれども、ＭＨＡは、master 
of health care で、……ユニバーシティのほうで学位を
取っております。ＬＦＡＣＨＥは life fellow of American 
College of health care executive の略語になります。ＡＢ
ＭＡは、American……association、ここでは１万 9,000
人の獣医が入りました組織になります。このように略語
をたくさん扱いまして申しわけございません。【スライド
01】
　　では、オーストラリアから来た外人は、そもそも誰
なのかというお話からしたいと思います。ｵｰｽﾞと呼んで
るわけですけれども、この前の世代での、英語の世代で
はｵｽﾞとなっています、これはオーストラリアのことで
す。私は 1977 年から 78 年の間、もともと横浜に住ん
でいまして、その後、1979 年と 1980 年に相模に住ん
でおりました。そのときに麻布獣医大学で英会話を教え
ていました。当時、すばらしい獣医の方々と一緒に仕事
をすることができました。そして、私は 1981 年からデ
ルタ協会のチャーターメンバーです。また、American 
association of Human-Animal Bond Veterinarians、1983
年からのチャーターメンバーになっています。そして、
その後、コンパニオンアニマルのスピーキングツアー
で 1994 年に日本にまた戻ってまいりました。20 年ぐ
らい前の話になりますが、そのときは大阪にも参りまし
た。それから、ﾍﾞｯﾄﾞﾊﾞﾝのﾎﾞｰﾄﾞメンバーです。ﾍﾞｯﾄﾞﾊﾞﾝ
というのは、業界とＨＡＢの獣医のパートナーシップに
なります。また、Promoting the Human Animal Bond in 
Veterinary Practice という本の著者でもあります。これ
は今現在、第２版ということで、無料でウェブ上でも提
供しておりますＶＩＮライブラリーにアクセスしてくだ
さい。そして、2008 年にオーストラリアに引っ越しま
した。【スライド 02】【スライド 03】
　　こちらのほうがＶＩＮライブラリーの写真です。ダ
ウンロードいたしますと、250 ページほどございます。
　　きょうの説明などに関しましては、レオ・ビュース
タット先生の話から始めようと考えました。ワシント
ン州立大学のディーンでしたビル・マクロックさんと
1970 年代に初めてお会いしたわけですけれども、最初

のデルタの会議に参加いたしますときにビルさんもおら
れましたし、レオさんとも会いました。その後、レオと
ビルが一緒になりましてデルタ協会をつくったわけです。
30 年前の話になります。こういった創設者の愛と努力の
結晶で、これができたわけです。そして、レオ先生がヒュー
マン・アニマル・ボンドという言葉を利用したわけです。

【スライド 04】
　　レオさんこそがＨＡＢの先駆者であって、代表者で
あるということです。そして、その後、名前は変わりま
した。2012 年にペットパートナーという名前に変えて
います。それから、私はレオさんからヒューマン・アニ
マル・ボンドに関しますインスピレーションを得たわけ
です。それをこれまで私自身も実践してまいりました。
　　こちらがレオ先生の写真です。ここに幾つか、他の
著者の言葉を紹介したいと思います。この言葉ですけ
れども、まさにヒューマン・アニマル・ボンドの深みを
あらわしていると思います。1975 年、ワシントン州立
大学にて、ビュースタット氏とリンダーハインズ氏が
people of pet partnership & prison pet partnership を開
始いたしました。そして、その後、1981 年にＰＰＰは
マッカロック兄弟とともにポートランドでデルタ財団を
設立いたしました。ここで、ＰＰＰの関係です。これは
もともと研究ということで、ペットがメンタルヘルスに
どのような影響を与えるのかを研究したわけです。それ
で 1983 年に、例えば動物たちを使いまして、子供の芸
術に関しての飛躍にも関与いたしました。【スライド 05】

【スライド 06】【スライド 07】
　　こちらがレオさんの若いころです。私が子供のとき
もそうだったわけですけれども、当時、ペットはぜいた
く品か不要品と思われていました。多くの場合は不要品
と思われていたわけです。こちらがレオ・ビュースタッ
ト先生の言葉です。読みはいたしませんけれども、こう
いった言葉を残していらっしゃいます。【スライド 08】【ス
ライド 09】
　　レオさんは、第二次世界大戦のときにイタリアで戦
争捕虜となっていました。これでレオさんの人間が少し
わかると思います。一番右側の下に書いてますけれども、
心の自由というのは、基本的に論理的、精神的なもので
ある、倫理的、精神的なものであると私は信じる。真の
自由とは、好きなことをすることではなく、しなければ
ならないことをする力であると彼は言っています。

人とペットのパートナーシップ 
— HAB (Human Animal Bond) の与えてくれるもの 
People & Pet Partnerships — Benefits of the HAB
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　　これはマーガレット・ミードさんの言葉です。大変
有名な著者でもあります。あなたがどこにいるのか、い
つ帰宅するのか、心配してくれる誰かがいるということ
が、昔から人間が最も必要としてきたものであると。私
がまず家に帰りますと、ペッケンを探します。ペッケン
帰ったよと言うわけです。ペッケンというのは、私の猫
です。彼女は必ず私のところに来てくれます。【スライド
10】
　　動物は生活を変えてくれます。デルタ協会が一番最
初に 1981 年に行いました、そして 82 年、83 年にも教
材をつくりました。そして、教育用の資材をつくったわ
けです。毎日の中で日常生活への応用に関します教材を
つくったわけです。そして、またトレーニングプログラ
ムをつくりました。ＨＡＢに関しますｸﾘｱﾘﾝｸﾞﾊｳｽとなり
ました。そして、地元レベルで、1990 年代にサービス
も直接提供するようになりました。そして、それをさら
にアメリカのいろんなところへと広げていったわけです。
そして、動物介在セラピーですけれども、包括的なトレー
ニングを提供しております。最初のＡＡＴのセッション
に関しましてもそうですし、またサービスドッグのトレー
ナーにトレーニングを提供することも開始いたしました。
そして、今では世界じゅうに提携団体を持っています。【ス
ライド 11】
　　デルタドッグというオーストラリアの組織ですけれ
ども、これは大変重要な組織となっておりまして、犬の
適切な行動について学ぶ組織となっています。適切な行
動とは、皆さん、理解してらっしゃると思いますけれども、
それを実際に講師として体系的に説明しているわけです。
きょうはこういった科学的な会議になりますので、学術
的な話も少ししたいと思いますけれども、ここに書いて
ますように、あなたの犬があなたを見詰めるとき、あな
たが恋してるときと同じ物質が脳から発生してるという
ことです。それから、動物というのは、高齢者にとりま
しては、毎日の生活の糧になっているわけです。すなわ
ちきょうのことを考える、昔のことを思い出すのではな
くて、高齢者たちが毎日のことを考えることに役立つわ
けです。【スライド 12】
　　例えば、高齢者の施設に通常はテレビの上に鳥かご
を置くわけです。テレビを見ているときも鳥を見ている

わけです。そのときに彼女は肩の上に手を上げて世話を
する必要があるわけです。えさをやったりですとか、ま
たは水をかえてやったりですとか、そういったことをす
るわけです。そのように、通常はリモコンだけを使って
肩を動かさないわけですけれども、鳥がいることによっ
て、肩の状態がよくなったということです。そして、実
際に現実世界のことを考えることができる。毎日の日常
生活に戻されるわけです。したがって、昔のことばっか
り思い出してるわけではないということです。そして実
際、心臓手術後、動物がいるとき、犬がいるときには、
１年の生存率が５倍になることも言われております。【ス
ライド 13】
　　もしかしたら、どちらが先なのかと言われるかもし
れません。犬が人を癒やすのか、人が犬を癒やすのかで
すけれども、私はそれはどちらでもいいと思います。基
本的には、例えば１日２回散歩に行くですとか、そのよ
うなことが心臓手術後の生存率を高めてることになって
いるわけです。そして、毎日えさをやったり、ブラッシ
ングをしたり、お風呂に入れたり、散歩したり、そのよ
うな日常のルーチン枠が楽しみであるということです。
このルーチン枠によって動物との接触があるわけです。
　　多くの人は、今、１人で住んでいます。私自身も今、
１人で住んでいます。猫を飼っておりますけれども、朝
と夜にえさをやって、ブラシをかけてやります。今、猫
を２匹飼ってるんですけれども、食事を準備したりとか、
また庭で遊んでるのを見るのは、私にとりましても本当
に楽しいことです。こういったことをほかの人にも話を
しています。【スライド 14】
　　それから、アイコンタクトも重要です。行為により
ます言葉はないけれども、毎日世話をしたり、かわいがっ
たりすることが、私の生活を豊かにしてるわけです。私
と猫はベッドでも寝ています。そして、もう１つ、黒い
猫ですけれども、私の両側に猫が寝ているようなことが
よくございます。……のような猫ですけれども。
　　ここでスライドをお見せしたいと思います。大変重
要だと思います。

【スライド 15】（スライド上映）
　　犬とのコンパニオンシップを楽しんでいます。
　　無償の愛を与えてくれます。
　　現在、セラピーサービスドッグを３頭抱えています。
１頭からスタートをして、これによってうまくいったの
で、頭数がふえてきています。彼らはどこでも好きなと
ころに行くことができます。犬はいろんな活動をしてい
るところのどこにでも行きます。いかつい男性たちがい
ますが、みんな交流を楽しんで、かわいがっています。
　　この子は、いつも僕のところに来ます。彼は僕を選
んでくれたみたいで、車椅子にいるときもやってきまし
た。メンタルサポートをこういった人たちに与えてくれ
る、そして犬と一緒にこのように歩くことがトレーニン
グになっています。精神的な疾患、病を抱える人たちに
とっても大きな癒やしになっています。誰かが一緒にい
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てくれて、愛してくれていることがサポートになってい
ます。いろんなけがをした人がいますが、サポートになっ
てるわけです。【スライド 16】
　　車椅子からおりて何かをして、また戻ることを犬が
助けてくれます。外に出て散歩をするときも、犬と一緒
に活動したいと思っています。車椅子にいるときも、い
つも僕の隣にいてくれて、ベッドに行くときも一緒でし
た。全ての犬は、きちんと評価をしてやってきます。き
ちんとした基準が設定されていて、それを満足したもの
だけがやってきます。大型犬です。そして、例えばウェ
イトベアリングをするなどのときもつき合えるような大
きな大型犬が通常は選ばれます。サービス犬は 50 人の
人たちが活用しています。快適さ、それから充実感だけ
ではなく、メンタルなサポートも得られます。ひとりぼっ
ちではなく、犬は批判することなく、無償の愛を与えて
くれる存在です。彼のために私は幸せを感じます。将来
は私自身の動物が欲しいと思っています。【スライド 17】
　　獣医学部に行く前に陸軍で経験をしたことがあり、
そこでも人と動物のきずなが大切だとわかります。兵士
たちが戦場から戻ってきて、非常に筋骨隆々のマッチョ
な男性ですが、セラピードッグを大変かわいがっていま
す。あと２つ、ここに文献から取りました言葉の引用が
あります。忘れてならないのは、動物というのは多くの
文化の中でなくてはならない生活の糧でもあることです。
エジプトのヒエログリフの中にもヤギを飼っていたこと
が書かれています。中近東で今もそうです。また、ラク
ダもいます。そして、私たちの人生をコンパニオンアニ
マルは豊かにしてくれます。公共ドッグパークに行って、
犬を連れてきて遊ばせているのを見るのが好きです。道
路ではかまないように拘束具を着けていますが、そこで
はもう犬も、飼っている連れてきた人もお互いにおしゃ
べりをしたり、遊んで開放されているというのが 70 年
代にもありました。プライベートでも、公共の場でも、
うれしい時間となります。また、肉体的な、精神的な安全、
これは後で述べたいと思います。【スライド 18】
　　また、人間以外の動物とも会話があります。育てる、
世話をする機会を与えてくれる、偏見なく、公平な愛情
や献身をもらえる。ペットがいないと、偏見がない公平
な愛情は得がたいときになってきています。
　　先ほど少し述べましたけれども、自閉症の子供につ
いてです。小さな男の子は自閉症です。白と黒の犬が
……おりましたが、白の犬に黒いベストを着けて、その
ベストを持って自閉症の男の子もショッピングモールを
歩いています。【スライド 19】
　　自閉症の子供というのは、壁に近いところにいて、
余り他の人たちと交流しませんが、この白い犬にベスト
を着けて、そこのハンドルを持っています。そこから赤
いリードを伸ばして、ちょっと離れることもできるよう
になっているんですが、常に犬のいるハンドルのところ
に戻ってきます。大切なことですが、そのきずながセラ
ピーとなっているんです。

　　これは日本語では失われてしまいますが、韻を含ん
だ詩になっています。日の光は空から降ってくるものじゃ
なくて、私の愛犬の瞳の奥からやってくるということで、
スカイズとアイズが韻を含んでいます。【スライド 20】
　　先ほど申しましたが、動物はミルクを取る、……、
移動手段、畑仕事などに使われ、ふんは乾かして料理の
ときの燃料になります。日本やオーストラリアでは、動
物のふんを使って燃料にすることはないですが、アフリ
カだと、常に燃料として使っています。ボーイスカウト
などで燃料に使うことを教えています。【スライド 21】
　　こちらが私たちの憲章です。動物介在療法の歴史は、
人類の歴史とほぼ同じです。エジプトのヒエログリフに
も書かれているということを申しました。動物介在活動
は、その後、始まりました。そして、私たちは分類して
見ていく必要があります。ヒューマン・アニマル・ボン
ドは、動物と彼らにかかわる人間との間に存在する無償
の愛であると言えます。また、動物がいかに私たちの人
生を豊かにしてるかを説明するときに使う言葉でもあり
ます。動物には下心がありません。中には、動物はえさ
とシェルターを求めて行動すると言う人もいますが、そ
うじゃないということは、経験上、明らかです。【スライ
ド 22】
　　ここに１つの実話があります。彼の犬がスピード違
反の車にはねられました。それで彼は犬を抱きかかえて、
道路の端に座り込んで泣いていました。犬は彼の顔を見
上げて、最期の力を振り絞って、彼の涙をなめました。
私は、これを読むと必ず涙が浮かんできます。言葉は要
りません。わかります。【スライド 23】
　　動物主体の考え方を理解する必要があります。動物
は、リラックスするときは、体も頭も心も休めます。人
間は、そこまで完璧にリラックスすることができません。
雑念を追い払うことができないんです。常に批判しよう
とします。動物にとってのストレスは、戦うか、逃げる
かの刺激を受けることです。人間はしばしば自分の存在
の意味を自問してストレスを感じます。動物は、私たち
の気分を高揚させ、人生の質を充実させ、今をどう生き
るかを教えてくれ、日常の世話をしてくれる人が与える
関係に誠実です。これらの資質は、動物介在活動や動物
介在セラピー、そしてＨＡＢの関係に不可欠なものです。

【スライド 24】
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　　これはアメリカ獣医師会の調査が 2011 年に行わ
れた結果です。犬を飼ってる人の家族のほとんどが家
族、コンパニオンと考えていて、所有物と思ってる人が
0.7％、猫の場合は所有物と思ってる人が 2.4％、動物病
院の壁の外で何が起こってるかについて言いわけをする
のはやめましょう。彼らペットはコンパニオンであり、
家族なんです。
　　ＨＡＢは、健全で存在しております。アメリカで 9.11
事件が起こりました。貿易センターに飛行機が突入した
事件後、人々は買い物、映画、レストランなどに行くの
が怖くて、家にこもる人がふえました。でも、そこには
喜んでくれるペットがいました。獣医は、家族、飼い主
にどうするべきかをその年に言っておりました。【スライ
ド 25】
　　選択肢を飼い主に与えるのは、最後の四半期は決定
を下したくない、どうせよ、こうせよと言われることに
従いたくないということで、よくない年でした。でも、
ストレスのある状況下では、コンパニオンシップがふえ
ます。コンパニオンの動物の偏見のない愛が癒やしを与
えてくれます。ペットはストレスや疎外感を減少させて
くれます。孤独感を予防して、鬱状態を緩和して、他の
ほとんどの人間関係と違って、何の下心もないわけです。

【スライド 26】
　　こちらは軍役犬です。現在、セラピードッグを退役
軍人で外傷後、ストレス症候群ＰＴＳＤに苦しむ人たち
のためにセラピードッグのトレーニングを行っています。
いろんな難しい言葉が使われるようになっていますが、
戦場から戻ってきても、ストレスが戦場で負荷されて、
戻ってきてもそれが続くわけです。セラピードッグによっ
て癒やしの効果があり、不安レベルが低下していきます。
肉体的、感情的に安定し、またコンパニオンドッグは偏
見のない愛を与えてくれます。それによって、ＰＴＳＤ
治療の投薬量を減らすことができます。トレーニングす
る人にも、される人にも、両方に効果が上がります。

【スライド 27】【スライド 28】【スライド 29】（ビデオ上映）
　　４分半のビデオです。全て何か爆発物のように感じ
るようになりました。もう集中もできなくなって、こう
いったものばかり見ていると、そのように感じるように
なりました。こういった記憶は、私の人生の中でずっと
持っていく必要があるのだと考えました。爆弾だとか銃
弾、そういったものが兵士の精神に影響を与える、それ
がＰＴＳＤになります。鬱、不安、そして人を恐れたり、
公共の場に出ることを恐れるようになり、生活を恐れる
ようになります。そこでセラピーが必要になります。また、
退役軍人は、さらなるセラピーが必要になる。さらに信
頼できるようになる、信頼というのをなくしてしまって
る人たちです。自分たち自身に対します信頼もできなく
なっている。誰がそういった人たちを助けることができ
るのか、何かほかの人を信頼することができるのか、で
きない場合は誰を信頼することができるのか。
　　いろんな形でサービスドッグはＰＴＳＤを癒やすこ

とにつながります。こういったサービスドッグは、スト
レスの状況に対しまして特定のトレーニングを受けてい
ます。公共の場においてはバッファゾーンをつくったり、
部屋の中で不安な状態になる要素をなくします。オーナー
が不安になっているときにも助けてくれるわけです。
　　私を現実へと戻してくれるのが、この犬です。私が
現実から離れているときです。直接のトレーニングプロ
グラムが必要になります。ＰＴＳＤ、これは退役軍人自
身がこの新たな友達と一緒にトレーニングを受ける必要
があるわけです。一緒にということです。そこでチーム
をつくるわけです。退役軍人をＰＴＳＤから解放するた
めにはしっかりとしたトレーニングが必要になりますし、
献身も必要になります。少なくとも 24 カ月のトレーニ
ングが必要となります。多くの犬というのは、シェルター
ドッグで、この犬も２回目の生きるチャンスを得ること
ができるわけです。
　　トレーニングですけれども、できるだけ感情をポジ
ティブにする方向に持っていきます。そして、サービス
ドッグと一緒に時間を過ごすことによって、より大きな
効果が出てくるわけです。また、生きるための目的がわ
かるようになり、外に出る自信も出てきて、よりよくほ
かの人たちとも対話ができるようになります。このよう
に条件つきではない愛によって、人は徐々に回復してい
きます。そして、安全だと考えるようになり、家族たち
の世話もよくできるようになります。
　　このような退役軍人、これは例えばペットがいるこ
とによって安心感を感じることができ、いろんなインタ
ラクションができるようになります。そしてまた、その後、
人と話ができるようになって、最終的に彼女は医師にな
りました。私は、もっと自信が持てるようになりました。
　　……さんです。常に焦燥感があるような人でした。
この治癒を受けることによりまして、よりよい父親にな
り、よい教授にもなりました。私は、もう一度人間として、
この犬からどのように生きればいいのかを教わったので
す。
　　戦場から帰ってきて、ＰＴＳＤになった人たちは、
回復するために次のステップを必要としているわけです。
今すぐに行動を起こしてください。そして、退役軍人た
ちがＰＴＳＤと戦うのを助けてください。
　　21 年間、私は軍で仕事をしておりました。実際にベ
トナムから帰ってきたとき、こういったプログラムはあ
りませんでした。今はオーストラリアに住んでるわけで
すけれども、ベトナムの退役軍人が最初に……14 年もか
かったわけです。そして、ＰＴＳＤだったとしても、ベ
トナムの退役軍人というのは診断を受けることができま
せんでした。今になって、ようやく診断を受けているわ
けです。というのは、ようやく今になってわかってきた
からです。ＰＴＳＤは、もともとそういった症状自身に
診断がつかなかったわけです。ですけれども、人と犬が
一緒になることによって、大きな治療の効果が見られる
ようになりました。【スライド 30】
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　　テキサス州サンアントニオです。ここで小児がん病
棟のお話をしたいと思います。子供たちのためにウサギ
を持っていったことがございます。そして、子供たちは
ウサギをさわることによって、本当に感触がよいという
ことで、孤独で暗く重苦しい病棟の状況が一気に変わり
ました。【スライド 31】
　　実際にその後、何が起こったかといいますと、スタッ
フですとか、医療従事者が小児がん病棟にたくさん訪れ
るようになりました。前はそういったことはありません
でした。もうがんで亡くなる直前にあるような子供たち
がたくさんいる小児がん病棟に誰も来たくなかったわけ
ですけれども、ウサギを置いたことによって、多くの人
が来るようになりました。親も、スタッフも、医師も、
そして子供たちもよりよい感情を持つようになったわけ
です。また、動物由来感染症の心配というのは、今のと
ころございません。……寄生虫に関しましても問題が起
こってないということです。【スライド 32】
　　この下に書いてますように、その人のために何もで
きない、こんな小さな命をどう扱うかで、その人の人格
がわかると書いています。犬であったり、猫であったり、
ウサギであったり、何でもいいと思います。このように
動物のセラピー、ＡＡＴのベネフィットは実際にそこに
存在するということです。
　　私のマスターにおいて、コロンビアで、実際には
ニューヨークのブルッキングでマスターコースを受けて
たわけですけども、そのときに死亡学、サナトロジーを
学びました。キューブラ・ロスは死の受容の５段階とい
うもののコンセプトを提唱いたしました。ここに書いて
あるものは、否認、そして怒り、取引、抑鬱、受容です
けれども、この５つの段階を経て、ようやく悲しみを受
容の段階まで持っていけるということです。そして、ま
た無料でダウンロードできるＶＩＮテキストがございま
す。これは私自身の教科書ですけれども、無料でダウン
ロードできますので、ぜひ見てください。【スライド 33】
　　ビュレット 21 という犬を持つ高齢の女性と会った
ことがあります。この犬は変わった名前ですね。どうし
てビュレット 21 って、この犬を呼んでるんですかと言
いました。この犬は私の 21 匹目のジャーマン・シェパー
ドなんですと言いました。私はびっくりいたしました。
21 匹目と聞いたわけです。私はニューヨークに住んでい
て、とにかく安全でいたいからジャーマン・シェパード
を飼ってたんだ。１匹が亡くなると、また地元のシェル
ターに行って引き取って、それが死ぬとまた次のジャー
マン・シェパードを引き取ってということをやった。そ
して、全てビュレット１、ビュレット２ということで、
同じ名前をつけてるんだと。そして、これまで亡くなっ
た 20 匹に関しては、ロングアイランドに埋葬してると
言いました。そして、毎週日曜日になりますと、それま
で亡くなった 20 匹の犬の墓を訪れるということでした。
とにかく犬によって守られてる、そして偏見のない愛が
彼女にとっては重要だと言ってくれました。これはヒュー

マン・アニマル・ボンドのコンセプトそのものだと思い
ます。この１人の女性の話が全てを語っていると思いま
す。【スライド 34】
　　サンアントニオに行ったときにホスピスで仕事をし
たことがあります。ホスピスは、定義で言いますと、基
本的には医師がもう諦めて、６カ月ぐらいで亡くなって
しまうような人たちを集めた施設になります。サンアン
トニオのホスピスに行ったことがあります。そこにいる
人たち、特にカトリック教徒の人たちは、死への準備を
する、それ以外の人たちは毎日のように、１日でも生き
られたことを感謝して生きてるというような状況です。
　　そこで動物にどのような役割があるのかも目撃して
まいりました。１人の看護師が在宅を訪れたこともござ
いました。そのときにおばあさんが出てきて、おばあさ
んがクジャクが叫んでいると言ったわけです。家族に向
かって、クジャクはいますかと言いますと、いえ、クジャ
クなんていないよと言いました。そして、またおばあさ
んと話をいたしました。その後、またおばあさんがクジャ
クがうるさいと言ったわけです。この近所にクジャクっ
ているんですかって、その方は聞きました。でも、クジャ
クはいないということです。皆さんはクジャクが鳴いて
るのを聞いたことがありますでしょうか。実際は本当に
高い声でして、このような音を鳴らします。最終的に言っ
たのは、それはゴーストだということです。悲劇的な事
故があって、30 人の方がそこで死んだんだということで
す。
　　そして、もう１人の看護師は、そういったことを感
じるはなかったわけですけれども、大体、夜８時 30 分
ぐらいになりますと、おばあさんのベッドの周りに幽霊
がいるというようなことを感じるわけです。そして、そ
のおばあさんが死ぬのを待っているというようなことを
話してくれました。
　　ホスピスで仕事をしてますと、ある尼僧院に行った
わけですけれども、小さなｶｲﾛｳｲﾝで終末期でした。そし
て、看護師が１日３回ぐらい見てますと、高齢の方が外
の鳥を見ていました。そして、鳥は外で本当に自由に飛
んでいる。私はずっとベッドに閉じ込められていると言っ
たわけです。外に行って、１日２回、鳥にえさをやった
らどうですかというふうに看護師は言いました。わかり
ましたと、その尼僧は言ったわけです。バードフィーダー
を外に設置すると言ったわけです。そして、その後、１
日２回、３回、外に出ていって、えさ台にえさを置いて、
そこで彼女は元気になりました。毎日、死のために準備
するのではなくて、毎日を楽しみにするようになったわ
けです。本当に終末期に関しまして、日々が楽しくなった、
そして周囲の人もそうでした。
　　そして、回想とか思い出も重要です。あるヒスパニッ
クの家族がいました。息子ががんで亡くなった人でした。
30 代で息子を亡くした、そして２匹の犬を飼っていまし
た。ベッドやリビングルームに、最後に犬を飼ってたわ
けです。犬はその家には入ってはだめだということです
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けれども、少なくとも１日二、三回は犬を家の中に入れ
たらどうですかというふうに言いました。そうしてその
後、１カ月くらい後だと思いますけれども、また訪問を
したとき、彼女が亡くなろうとしている瞬間に、犬はも
う家の中の彼女の横にいたわけです。そして、そのよう
な偏見のない犬の愛と一緒に彼女は亡くなっていったわ
けです。そのようなきずなは一生残ります。永遠のもの
です。
　　犬は、今持っているものをどうやって守ろうとか、
今持っていないものをどうやって手に入れようか考えて
眠れないようなことはない。犬には愛と誠意以外には、
余計なものは何もない。【スライド 35】
　　こちらは、レオ先生が大学で自転車に乗っている写
真です。ということで、そろそろ終わりということです。
皆様、ありがとうございました。本日は……されまして、
ありがとうございました。【スライド 36】
　　そして、ジェームス・ハリス博士ですけれども、こ
ういった言葉を残してらっしゃいます。ことしのオース
トラリアの勲章の受章でもあります。ペットには、みん
なペットを持つ価値があるということです。【スライド
37】
　　ということで、本日はこのセミナーに御招待くださ
いまして、ありがとうございました。【スライド 38】

○戸塚裕久　トーマス・カタンザーロ先生、どうもあり
がとうございました。
　　先ほど、私ちょっとお話しするのを忘れてましたけ
れども、まず最初に４名の先生方にお話をいただきまし
て、その後、ディスカッションの時間をちょっととって
ありますので、もし御質問あれば、その場でお願いした
いと思います。
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